










　言語音の発達を促がす際,音素を構成している弁別素性に着目した方がより

有効な音素の獲得につながると考え,51 年度は各弁別素性の獲得年令を調べた

ところ,通常は 6～7 才ですべての音素を獲得するといわれているのに対し,弁

別素性の獲得は 3～4才でなされてしまうことがわかった。そして 52 年度には,

獲得した弁別素性を種々に組合わせていくときに,保存率が悪く言語音獲得に

影響の大きいものは,弁別素性の中では早期に獲得されているはずの,前舌音性

であることがわかった。このことは,これらの両弁別素性の獲得曲線が他とは

違って獲得後の延びが悪いのか,また他の弁別素性との組合わせにより音産生

に難易差が生ずるものと考えられる。


